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視覚文化における移住女性―フィリピン映画『ケアギバ （ー介護士）』
を中心に（社会・文化的考察）
Looking at immigration female―Focusing on the Philippine ﬁ lm Caregiver
 安　貞美
 AHN Jeongmee
要旨　本稿では、フィリピン映画『ケアギバーCaregiver』を中心に開発途上国の工業化
が個人の「生」に与えた影響、ジェンダー化された、義務、責任、社会的な期待をめぐる
課題について理解することを試みる。そのなかで特に女性の出稼ぎ移民研究の成果を映画
を通して検討し、この視覚文化の領域で、再生産労働力の源である移住女性がどのように
表象、再現されているのかを分析する。つまり、映画のなかのサラという主人公を通して
移住女性である彼女が一人の女性として経験し、エンパワーメントされ、どのように新し
いアイデンティティが生まれたのかを検討する。また、映画を一つの社会を超える国際的
言語として捉え、映画が観客に与えた影響力について考察する。
はじめに
　筆者は、７年前にフィリピンのある町で一人の女性に出会った。当時、彼女は 20 代後
半のとても綺麗な女性だった。彼女は、韓国人と国際結婚をし、一年半ぐらいソウルに住
んでいた。韓国語も話せた。韓国では子供たちに英語を教える仕事をしていたが、夫との
離婚をきっかけにしフィリピンに戻って来たという。彼女は、夫との離婚の理由として、
「夫ははじめは親切だった。しかし、私が働いてお金を稼ぐようになると仕事もしなくな
り、私は夫と姑の面倒を見なければならなかった。それでも私は離婚するつもりはなかっ
た。私は離婚すれば、フィリピンに戻らなければならなかったから」といい「しかし、私
は我慢できなかった。私はもう一度韓国に行って働きたい。カナダにも親戚がいる。カナ
ダにも行きたいわ。しかし、私は英語の講師になりたい。それを考えるとカナダより韓国
のほうがいいわね」と笑いながら話した。
　フィリピンでは、上記のように海外で働く多くの女性がいる。彼女たちが海外に出る理
由は、個人的な理由や構造的な理由などを含めて様々な理由があるが、このように、国境
を越えた女性たちの移動には、男性の国際移動とは異なる移動形態、また、移動の過程で
生じる「女性と性」に関わる人権問題などのように独特な移動の特徴が見られる。また、
彼女たちの移住は、新たな「移住女性像」を作り出しつつある。特に、移住女性を巡る表
象は、メディアによって作られる場合が多く大量に生産され、また拡大再生産されていく。
　本稿においては、フィリピン映画『ケアギバー（介護士）』を分析対象にし、テクスト
分析・コンテクスト分析の両方を試みる。本稿の構成は、第一に、映画の中に描かれてい
るフィリピン移民状況と現実との相互関係について考察する。第二に、映画のなかでの移
住女性イメージがどのように描かれ、形成されていくのかを、サラという主人公を通して
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分析する。特に移住女性である彼女が一人の女性として経験し、エンパワーメントされ、
どのように新しいアイデンティティが生まれるのかを考察する。第三に、映画を一つの社
会を超える国際言語として捉えながら、映画を見た観客の反応を分析することで、映画が
どのように、社会の支配的な視角を創出し再生産する機能を持っているのかを考察する。
　本論に入る前に、映画の概略を紹介する。映画『ケアギバー（介護士）』（Director ：
Chito S. Rono 130 分、2008 年）は、映画制作会社スター･ シネマの 15 年周年記念のため
に作られ、世界各地で上映されるなどフィリピン本国においては 2008 年、最も話題になっ
た映画である。日本でも 2009 年 11 月に第１回目の移民映画祭にて上映された。移民映画
際は、移民・難民に関係する映画の上映を通じて、日本、ひいては国際社会が直面する国
境を越えた「人の移動」にともなう諸問題について、市民の理解を深めることを目的に立
ち上げられた。昨年の第一回目では、韓国、イギリス、ブラジル、マレーシアなど様々な
国の移民をテーマにした映画を上映した1)。そのなかで映画『ケアギバ （ー介護士）』はフィ
リピンの移民問題を描いた作品として上映された。この映画は、フィリピンの国民的ス
ター、シャーロン・クネタ主演とし、英語教師の職を捨て、イギリスへ介護士として出稼
ぎに行ったフィリピン人女性の物語である。フィリピン人介護士の心情、送り出し国の現
状を描いた映画である。
映画のあらすじ
　サラ（シャーロン・クネタ）は、彼女の夫であるテ
ディーの計画に従って、家族を経済的にサポートする
ため、自国での小学校の英語教師の職を捨て、自分の
息子を母国に置いたままイギリスに向かう。映画は、
慣れ親しんで来た世界にサラが別れを告げるところか
ら始まる。骨の折れる介護士コース研修を終えて、彼
女は英語を教えていた小学５年生の教室にさよならを
する。息子のパウロのために冬のコートを買い与え、
お金がたまって彼をロンドンに呼び寄せることができ
るようになった時にはそれを使うようにと約束する。
典型的なフィリピンファッションで彼女は空港での家
族との別れに涙を流し、ついに英国目指して出発する。
やっと彼女はロンドンに到着する。小さなアパートで
彼女は夫テディーと感動的に再会する。 ハネムーン
気分で彼は彼女をロンドンの名所見物に連れてゆく。
有名なショッピングモールでウィンドーショッピングをしていた時、サラは元気者のフィ
リピン人少年シーンがチョコレートバーを万引きしようとしているところを捕まえる。そ
して、自分の息子のように彼と親しくなる。束の間のわくわくするような時期の後で彼女
はすべてのフィリピン人介護士と同様に苛酷な日々を経験する。凍りつくような気候、汚
　　　　　　　　　　　　　　　　
1) 移民映画際公式サイト　http://mﬀ j.org/
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い仕事、気難しい患者たち。テディーもまた、病院で働くなかで、毎日の辛く単調な仕事
と戦っていた。ロンドン生活への適応の困難さにもかかわらず、サラは忠実にテディーの
支えとなって援護する。彼女はどのような状況にあってもそれを好転させるように最善の
働きをなし、英語が上手な彼女は裕福で気難しい老人のモーガンさんの担当をまかされる。
一方、夫のテディーは自分自身の仕事の問題に没頭し、彼女の状況に関心を失う。サラは
モーガン氏及びその息子デービッドの信頼に慰めを得る。しかし、ロンドン生活のストレ
スがサラとテディーの結婚生活に陰りを生じさせ、二人の間に緊張が高まっていく。仕事
においても家庭生活においても摩擦と争いが多くなり、夫テディーは見切りをつけること
にする。彼はサラに、二人でフィリピンに帰ることを告げる。しかし、サラにはテディー
の決定を受け入れ難い。最後に、サラは、ロンドンでケアギバーの仕事を続けることを決
める。
第１．フィリピンの移民状況と映画『ケアギバー（介護士）』
　1-1．フィリピンの移民状況
　フィリピン政府は、1970 年代以降、積極的に OFW（Overseas Filipino Worker）を世
界に送り出してきた2)。OFW 問題につては、契約や仕事、人権、政策など、多くの事象
が議論されてきた。現在、OFW は、毎年 100 万人を労働者として世界各地へ送り出し、
統計上 800 万人以上が海外で就労するか、居住するかしている。また、統計に含まれない
不法就労者の存在を考慮すると、実数は 1,000 万人を超えるとも見積られている。これは
フィリピンの総人口の約 10％に当たる数字である。その送金額は膨大で、2008 年には
150 億ドル（約１兆 5,000 億円）に達している3)。この背景として、失業率が 20 数パーセ
ントというフィリピン労働市場の状況が、OFW 増加の原因となっている。OFW による
自国への送金はフィリピン経済を支える、大きな外貨収入になっている。そして、海外出
稼ぎ労働者の６割以上が女性であり、家政婦や看護師、エンターテイナーなどの職業に集
中している。男性の場合は、建設労働者、エンジニアなどが主である。家政婦や建設労働
者は中東、香港、シンガポールなどへ、看護師、エンジニアなどの技術を持った労働者は
アメリカなどへ向かっている。政府も海外出稼ぎを国策として位置つけており、労働雇用
省（DOLE）とフィリピン海外オフィス（POLO）、フィリピン海外雇用庁（POEA）の三
関係省庁が関係法令や制度を定め、出稼ぎ労働者の支援と保護、雇用者のチェック、技能
訓練にまで関与している4)。菊池は、フィリピン人の海外出稼ぎを促進する文化的要因に、
識字率が高い、英語が話せる、拡大家族の相互扶助が強いなどの要因を挙げている5)。また、
青木は、フィリピンの労働市場の変容、政府の海外出稼ぎの奨励（労働力輸出政策）、東・
　　　　　　　　　　　　　　　　
2) フィリピン政府は、労働力輸出を採っている。それは、マルコス時代の 1974 年、労働法典（Labor 
Cord）の発布に始まる。マルコスは労働政策法典のもと、海外出稼ぎを含むすべての労働政策を統合
した。そして、失業・半失業の緩和、高度な技術の獲得、海外送金による財政赤字の緩和を図り、海外
出稼ぎを奨励した。
3) http://en.wikipedia.org/wiki/Overseas_Filipinos、海外雇用庁　http://www.poea.gov.ph　国家統計
調整委員会 http://www.nscb.gov.ph/
4) 吉村真子「東南アジアの開発とジェンダー」原伸子編『市場とジェンダー―理論・実証・文化―』（法
政大学比較経済研究所、2005 年）218 頁。
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東南アジアにおける OFW の需要の拡大の三つが出稼ぎ増加の全般的要因として作用して
いると分析する6)。
　女性の OFW が増加するにつれ、「女性と性」に関わる人権問題（性的虐待、偽装結婚、
人身売買、隷属的地位など）や JFC（Japanese-Filipino Children）の問題が登場した 7)。
最近は、「コピアン」という KFC（Korean-Filipino Children）の問題が浮上している8)。
　OFW の女性化は、経済グローバル化のもと、雇用の契約化などで、男性の家計維持能
力が後退し、他方、東・東南アジアでの出稼ぎ労働力の需要が拡大した結果である9)。そ
れは、フィリピン国内での労働力の女性化と強く関連している。このような需要の拡大は、
東・東南アジアの新興工業国での労働の女性化の結果でもある10)。すなわち、OFW の女
性化は、送出国と受け入れ国における２つの労働の女性化の結果である。その背景に、経
済グローバル化という共通の過程がある。また、実際に、家父長制主義文化が強いフィリ
ピンでは11)、双系制の家族制度のもと、娘や妻に対する家計維持期待、つまり家族のため
に働くことを当然と捉える意識が強い12)。これは、伝統的な夫は生活費を稼いで、妻は家
事を担当し家計の切り盛りをするという典型的な家族労働分担の方式の変化ともいえよ
う。一方、フィリピン人の伝統的な価値観である「家族思い」による結果でもある。フィ
リピンは、非常に家族の絆を重んじる社会である。家族のために働くのは、家族への「恩
義」であり、必要な時に家族への献身を果たさないのは「恥」であるとされている。その
ため、家族のためなら国境をも越えるという考え方が一般的に存在するのである13)。しか
し、近年においては、自己開発的な面も見られる。つまり、海外での自分のスキルアップ
のために移動する人もいる14)。このような多様な理由から、娘が親や兄弟、妻が家族のた
めに、または、自分のために海外へ出稼ぎに出て行く。しかし、女性による海外出稼ぎ労
働は、家政婦や看護師、エンターテイナーなどの再生産労働領域に集中しているのが現状
である。こうした仕事はホスト社会における職業的ヒエラルキーの低下層にあり、それゆ
え受け入れ国の女性から敬遠される職種である。そして、女性の「従順さ」、「愛情深さ」
　　　　　　　　　　　　　　　　
5) 菊池京子「外国人労働者送り出し国の社会的メカニズム―フィリピンの場合」伊豫谷登士翁・梶田孝
道編『外国人労働者論―現状から理論へ』（弘文堂、1992 年）169-201 頁。
6) 田巻松雄・青木秀男「アジア域内の労働力移動―受入国韓国と送出国フィリピンの最近の動向と現状」
『宇都宮大学国際学部研究論集』第 22 号（2006 年）65-86 頁。
7) Chi, Ying, 2005, “Labor Migration To Japan: Policy Versus Reality,” （unpublished） given by Manila: 
Kanlungan Foundation Inc, 2006.
8) この問題については、正確な報告書や文献はない。しかし、報告者が 2009 年４月から 11 月まで受け
入れ国であるフィリピンに滞在しながら行った現地調査でのヒアリング結果や知見などに基づいている。
9) 田巻松雄・青木秀男、前掲書（2006 年）65-86 頁。
10) Abera-Mangahas, Alcestis, 1998, “Violence Against Women Migrant Workers: The Philippine Expe-
rience,” in Carino, B.V., ed., Filipino Workers on the Move: Trends Dilemmas and Policy Options , Ma-
nila: Philippine Migration Research Network of Philippines Social Science Council, 45. 80.
11) フィリピンでは、韓国や日本とは異なる意味、つまり結婚した妻に対して家で家庭を守るよりは、共
働きを要求する家父長制主義文化を持っている。
12) 田巻松雄・青木秀男、前掲書（2006 年）80 頁。
13) 菊池京子「外国人労働者送り出し国の社会的メカニズム―フィリピンの場合」伊豫谷登士翁・梶田孝
道編『外国人労働者論―現状から理論へ』（弘文堂、1992 年）169-201 頁。
14) 2010 年２月 13 日、EPA と外国人看護師・介護福祉士候補―背景・実態・課題―をテーマとするシ
ンポジウムでの「フィリピンの介護教育と看護・介護学生の日本への就労意識調査」報告書により。
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と結びついた「女性向きの」仕事とみなされ、特に移住女性に「適している」とされ
る15)。この点に関した小ヶ谷は 1980 年代後半から 90 年代にかけて、フィリピンからの海
外出稼ぎの傾向には、就労先にアジアへのシフト、サービス業比率の増加、女性比率の増
加、という３つの特徴があると指摘する16)。しかし、フィリピン女性にとって海外移住は
劇的な意味を持つ。なぜなら自分の運命を変えられる一つのチャンスでもあるからだ。彼
女らにとって海外移住は、新しい人生を作るための一つの賭博でもある17)。人々は「幸運
（suwert：タガログ）」をつかむのために海外に移住をし「勝者（panalo：タガログ）」
になることを夢見る。彼らが話す「幸運」とは、移住した国で良い雇い主に出会うこと、
または、エンターテイナーとして日本に移住し、お客さんにチップをもらうことなどの多
様な意味を持っている18)。さらに、これに出稼ぎ先で国際結婚し、仕事を続ける女性が加
わる19)。再生産労働領域に集中している女性労働力移動は、再生産労働を生み出す富の偏
在と階層分化が豊かな国と貧しい国といった空間的配置が行われている。しかし、このよ
うな経済的な側面だけを取り上げて移住女性を説明するのは難しい。つまり、女性の移住
には多様な理由が含まれている。例えば、辻本による、韓国に移住したフィリピン人女性
に対するインタビュー研究では、多様な文化を体験するために、夢を実現するために、新
しい人生を送るためにと海外移住を決心する人が多く見られる20)。移住女性が海外移住を
決心する理由としては、家族のためでもあるが個人的な欲求も含まれていることが分かる。
　1-2．サラの職業、ケアギバー
　この映画は、海外出稼ぎ労働者について、幾つかの通念を打破している。例えば、主人
公のサラのように OFW の介護士や看護師は未婚の単身女性ではなく、かなりの比率で、
有配偶で子供を抱えた女性である21)。また、フィリピン人女性が短大卒や大卒を少なから
ず含み、サラの職業が小学校の英語教師であったように、事務職や教職といった仕事を投
げ打って、異国での介護士や家事労働に就くことを描いている。近年のフィリピン国内の
動きとしては、看護師や介護士の人気が上昇している。家事労働者（Domestic Worker）
やエンターテイナー（Entertainer）など、性的搾取の危険性が高く体力的・精神的プレッ
シャーのかかる職種22) に比べ、多くがイギリス、アメリカ、カナダなどで就労する看護
師や介護士は、専門性のある職種であり、給料が比較的保証されているからである。イギ
　　　　　　　　　　　　　　　　
15 ) Lim, Lin Lean & Nana Oishi, 1996 , “International Labor Migration of Asian Women: Distinctive 
Characteristics and Policy Concerns,”  in Graziano Batistella & Anthony Paganoni（eds.）, Asian 
women in Migration, Quezon City: Scalabrini Migration Center. pp. 23-53
16) 小ヶ谷千穂「送り出し国フィリピンの課題―海外雇用政策の推移と『海外労働者の女性化』」梶田孝
道編著『人の国際移動と現代国家―移民環境の激変と各国の外国人政策の変化』（一橋大学社会学部、
2003 年３月）168 頁。
17) 辻本登志子「ディアスポラの主体形成のための移住女性の抵抗と戦略：韓国に移住したフィリピン人
女性の経験を中心に」韓国聖公會大学校一般大学院博士学位論文、2006 年、118 頁。
18)Aguilar, Delia D, 2004 , “Introduction,” in Delia D. Aguilar and Ann E. Lacsamana （eds.）, Women 
and Globalization, New York: Humanity Books. pp. 11-23.
19) 田巻松雄・青木秀男、前掲書（2006 年）65-86 頁。
20) 辻本登志子、前掲論文、（2006 年）92-133 頁。
21) ラセル・パレーニャス「家族を想うということ―フィリピン人海外就労の経済的原因におけるジェン
ダー作用」伊藤るり・足立真理子編『国際移動と連鎖するジェンダー―再生産労働力のグローバル化』
（作品社、2008 年）154-169 頁。
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リス、アメリカ、カナダなどの地域を中心に、英語が通じ、人件費も安く抑えられるフィ
リピン人看護師及び介護士の需要は、年々高まる傾向にある23)。特に、映画のなかでサラ
の職業である介護士（ケアギバー）という職種は、近年、POEA（Philippine Overseas 
Employment Administration） フィリピン労働雇用海外労働庁の海外就労新規採用統計に
も新しい職種とし登場しいる24)。また、伊藤によれば、ケアギバーの養成や派遣に関わる
機関や利害当事者の周辺では、「家族思い」で「心優しい」と、自他ともに認識されるフィ
リピン人は、介護がまさに「天職」であり、フィリピン人には、「良質」のケアを提供で
きる「国民的素質」が備わっているという、ディスコースが広範囲に浸透している25)。
　例えば、この映画ではイギリス人であるモーガン家族の下記の台詞から、サラがいかに
介護という仕事に向いているのか、まるで、サラにとって「天職」であることが強調され
る。
　　ディビット： 「サラ、私たちと一緒にすごしてくれて本当に感謝している。僕は君の
ようにお父さんの世話を出来ない。本当に尊敬している。これは誰でも
できることではない。君の天職だと思う。」
　　モーガン氏： 「いくら自分が全く期待してなくても時には誰かの人生に入り込んでく
ることがある、そして孤独も減り一人であることも減る。私にとっては
君がその人間だ。君は他人を大事に思う。これまでに彼らが人生で失っ
たものを与える。尊厳、希望、喜び、そして楽しみさえも、世の中には
そのようなことができる仕事はそうそうない。だから、サラ ･ コンザレ
ス、君に言う　ありがとう　そして、よくやってくれた。君にあえてよ
かった。」
　この部分は、「ケア上手なフィリピン人」の「国際商品」化過程を内包する26)。一方で
映画では、マーガレットの台詞からは、イギリスにおけるフィリピン人移住女性の「お金
に執着する」イメージのステレオタイプを表現すると同時に、ディビットの「彼女は家政
婦じゃない！」という反論により、伊藤が指摘するように、フィリピンのケアギバーとい
う新しい職種のカテゴリーが、先進諸国における再生産労働の顕在的そして潜在的需要を
睨み、またフィリピン海外雇用政策が直面する二つの課題―すなわち家事労働市場の競争
激化への対応と海外労働者への保護―に応えるものとして、戦略的にケアギバーが技能労
　　　　　　　　　　　　　　　　
22) 鈴木伸枝「首都圏在住フィリピン人既婚女性に関する一考察：表象と主体性構築家庭の超国民論から
分析」お茶の水大学『ジェンダー研究』（1998 年） 97-112 頁。
23) フィリピン政府によって認定された国内の介護士専門学校の数は、2002 年の時点で 102 校であった。
しかしその数は 2005 年５月時点で 841 校に達し、わずか３年間で同校は８倍以上に急増した。『まにら
新聞』2005 年 10 月３日朝刊。
24) その人口は 2003 年で 18,878（97％が女性）となっており、看護師の 9,086 人に比べると倍の規模で
ある。映画の中でもサラが教育を受けたケアギバー訓練プログラムは 2004 年、フィリピンで 689 のケ
アギバー訓練プログラムが展開しており、670 とも 780 とも言われる数の訓練学校が急増している。
25) 伊藤るり、小ヶ谷千穂、ブレンダ・テネグラ、稲葉奈々子「いかにして『ケア上手なフィリピン人』
はつくれるのか？―ケアギバーと再生産労働の『国際商品』化」伊藤るり・足立真理子編『国際移動と
連鎖するジェンダー―再生産労働力のグローバル化』（作品社、2008 年）117-138 頁。
26) 伊藤るり、前掲書（2008 年）117-138 頁。
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働として位置付けられていることを示している27)。
　　マーガレット： 「女性が何を考えているのかあなたには分からないでしょう。そろそ
ろ分かるようにならないとね　ディビット。彼女が何も魂胆がないっ
て言い切れる？例えば、お父さんと結婚するとかよ。分からないの？
フィリピンの家政婦が生の短いお金持ちの老人と結婚するなんてよく
あることよ。」
　1-3 ．英語講師からケアギバーになるサラ―矛盾した階級移動（contradictory class 
mobility）
　技術養成・訓練局である TESDA（Technical Education and Skills Development Au-
thority）はケアギバーを「技能労働」として定式化し、そのことによってこれまでの家
事労働者より「格上げ」された海外雇用創出への道を開こうしている。しかしながら、実
際には、看護師や医者などが、ケアギバーの訓練プログラムを受講し、海外での雇用を求
めるという意図せざる現象が起こっている。つまり、ケアギバーが「技能労働」として位
置付けられたことで、一部ではむしろ技能を「切り下げる」かたちでの技能労働者の流出
に拍車がかかっているのである。このような現象は、高校教員が家事労働者として就労す
る事例とも類している。映画の中でのサラも学校の教員からケアギバーとして就労し、テ
ディーの友人であるジョセプもフィリピンでは医者だったが、イギリスでは看護師として
働く。パレーニャスは、高校教員が海外就労によって家事労働者に転じ、社会的地位にお
いて下降しながら経済的な収入という点で上昇する、というような階級移動の問題を「矛
盾した階級移動（contradictory class mobility）28) と名づけたが、ケアギバーの問題はそ
れが個人の選択ではなく、職業教育という制度的な水準で展開していることを示している。
一方、映画のなかでも、次の英語主任になってほしいという提案も断って海外に行くこと
を決心したサラに対して学校の責任者は「自分ことばかり考えていたらこの国はどうなる
のよ」という場面がある。実際、フィリピン国内では、専門職による「頭脳流出」が、社
会問題化している。
　1-4．サラと息子―越境家族（transnational family）形成と
サラとお祖母さん―グローバルなケア連鎖（global care chains）
　映画のサラと家族の関係においては次の二つ点において分析が可能である。一つ目は、
サラと息子の関係である。サラが息子パウロを国に置いたままイギリスへ行く場面からも
伺えるが、実際、フィリピンでは、単身で出稼ぎに出る母親が多い。そこからは、家族の
変容が見られる。つまり、移出した母親と祖国に残る家族との間には国境を越える世帯が
形成・維持され、「越境家族」（transnational family）ないし「越境世帯」（transnational 
household）29) が出現することになる。映画では、母親であるサラの不在が子供に与える
悪い影響についてもパウロの反抗を描きながら語っている。実際、フィリピン国内で増加
　　　　　　　　　　　　　　　　
27) 伊藤るり、前掲書（2008 年）117-138 頁。
28 ) Parrenas, Rhacel S., 2000, “Migrant Filipina Domestic Workers and International Division of 
Reproductive Labor,” Gender and Society ,Vol. 14, No. 4 pp. 560-581
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する 10 代の妊娠などの原因として出稼ぎに出た母親の不在をあげ、母親不在の家庭に残
された子供の保護・監督が行き届かないために、新たな諸問題が引き起こされていると指
摘する研究者もいる。しかしながら、この問題についてパレーニャスとホックシールドは、
母親が出稼ぎ労働者として移出することが必ずしも家庭崩壊を招くとは限らないと主張す
る。家事労働者たちは、子供たちを愛しているからこそ出稼ぎに行くのだと、子供たちに
繰り返し伝え、国境を越え親子の紐帯を維持しようと試みる。映画の中でサラもまた、自
分の子供であるパウロに対して、自分が出稼ぎに行く理由を「あなたのためだよ」って言
い聞かせる。また、出稼ぎに行ったイギリスでもパウロとの国際電話のシーンがよく見ら
れるが、これも、国境を越え親子の紐帯を維持しようとするサラの意志が見られる場面と
も言える。このような行為は、残された子供達に、自分自身の人生の中で越境家族の経験
に一定の意味づけを与えようとする。越境家族は、紐帯の再構成を行うことにより家族を
維持しようとする関係者の主体的な意志により生み出され、維持されているのである。フィ
リピン国内での経済的理由に基づく母親の海外就労による女性の不在は、明らかにフィリ
ピンの家族におけるジェンダーをめぐる慣習への挑戦となる30)。しかし、ラセル・パレー
ニャスの研究によると、女性の移住労働に関する子供たちの語りには、既存のジェンダー
規範を支える基本的な要素が反映されている。彼女が行ったインタビュー調査によると、
母親の海外就労がフィリピンにおけるジェンダー分業の伝統を脅かしていることは明らか
であるが、一方で父親を「一家の大黒柱」として見なし、母親を「一家の灯り」として見
なすことで、フィリピン社会に深く浸透したジェンダーに関わる伝統や境界を完全には排
除していない。しかし、映画の中でパウロは母親の海外行きについて抵抗し、はじめの頃
は、母親の出稼ぎに反対することからも分かるように、子供たちは、ジェンダー分業の境
界を超えることには抵抗を示している。
　家族を養うために外国に働きに出る男性と、貧困から逃れるために海外に出る女性とい
う移動の理由に関する語りの構築にみるジェンダー間の差異についてパレーニャスは、稼
ぎ主をめぐるジェンダーの境界が、トランスナショナルな家族における世帯間関係のス
テージを設定していることを示していると、述べる。正確にはこの差異は、世代間の健全
な関係構築に向けて、母親と子供たちが直面している大きな挑戦を示している。父親と異
なり、母親は、家族の集合的な上昇のために移動するとは想定されていない。このことは、
女性が経済的な貢献を行っても、子供達が母親に求めているケア役割の期待とはつながら
ないため、女性はトランスナショナルな家庭において、二重の責任に直面していることを
示唆している。別の言い方をすれば、出稼ぎに出る母親は、子ともだちに対して遠く離れ
て暮らしていても家族のことを思っていることを示すため、出稼ぎ出る父親に比べて、よ
り多くの事柄を達成しなければならない。映画の中では、母親であるサラと息子のパウロ
との電話のシーンが多く見られるが父親であるテディーと話したりするシーンは見えてこ
ない。
　　　　　　　　　　　　　　　　
29) Parrenas, Rhacel S., 2001, Servant of Globalization: Women, Migration and Domestic Work, Stanford 
University Press.
30) ラセル・パレーニャス「家族を想うということ―フィリピン人海外就労の経済的原因におけるジェン
ダー作用」伊藤るり・足立真理子編『国際移動と連鎖するジェンダー―再生産労働力のグローバル化』
（作品社、2008 年）154-169 頁。
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　二つ目は、サラと実家のおばさんとの関係である。サラがイギリスに行く前に実家に戻
る場面がある。サラはこれから介護士としてイギリスで老人達を介護しなければならない
が、サラの実家にもまったく同じ状況に置かれている実のおばさんがいる。おばあさんの
介護は、母と妹が担当する場面が見られる。映画は、サラの複雑な心境を表現する。その
場面からは、「ケアの連鎖（care chain）」31)、または「ケアのグローバル・チェーン化」32)
が想起される。つまり、女性の移住労働は、家事・育児・看護・介護のケア労働に集中す
るが、その女性は故郷でも自分の家庭のケア労働の担い手である。その担い手が家を離れ、
残った家族や親類や近隣の女性、さらには農村部や外国から家政婦として雇われた女性た
ちが介護を担っている。そして異なった国籍や文化・宗教を持ちつつもさらには、ケア労
働を負担していく。こうした連鎖が国境を超えたかたちで形成され、「ケアのグローバル・
チェーン化」というべき構造が形つくられている。女性だけで繋がっていくこのような連
鎖を「グローバルなケアの連鎖（global care chain）」と A. ホックシールドは名づけながら、
彼女の研究においては、ヨーロッパのキャリアウーマンのために働く出稼ぎ家事労働者と
ホスト国の雇用主である女性たちとの関係を、「北」の国々の高学歴女性を動員できる多
国籍資本がこの連鎖構造における勝者と称えた33)。このホックシールドの議論は、新自由
主義による構造的なメカニズムを示していると考えられる34)。青木も、アジア地域の労働
力移動の研究において、OFW の女性化とこの需要の拡大について、東・東南アジアの新
興工業国での労働の女性化の結果である、と述べている。すなわち、OFW の女性化は、
送出国と受け入れ国における２つの労働の女性化の結果であり、その背景に、経済グロー
バル化という共通の過程がある。例えば、子供のケアについて考えてみると、フィリピン
では、出稼ぎに出た母親の不在により、パウロのように、叔母さんと暮らす子供が多い。
勿論、父親と暮らす子供も多いものの、多くは叔母さんまたは親戚が子供のケアをし、母
親はある程度のお金を送金することが一般的である。海外に出られる出稼ぎのフィリピン
人母親は、海外で雇用主の子供のケアをし、自分たちの子供のケアは故郷の親戚または、
海外に出られない人を雇用して行われる。まさに、グローバルなケア連鎖である。
　1-5．サラと夫テディーの関係―フィリピン家族におけるジェンダー慣習
　フィリピンでは、ジェンダー分業に沿って父親は、「一家の大黒柱」、女性たちは「一家
の灯り」と捉えられている35)。パレーニャスによれば、このようなジェンダー編成は、男
性を「柱」と捉えることで、稼ぎ手として父親の主な責任を家族のために家を建てること
として固定化する。「柱」として家を成り立たせるのは父親であり男性であることを示す。
しかし、その代わりに彼女たちは、家に輝きをもたらすべきとされている。換言すれば、
　　　　　　　　　　　　　　　　
31) Piper, N, 2003, “Bridging Gender, Migration and Governance: Theoretical Possibilities in the Asian 
context,” Asian and Paciﬁ c Migration Journal . Vol. 12 no. 1-2, pp. 21-48.
32) 吉村真子「東南アジアの開発とジェンダー」原伸子編『市場とジェンダー―理論・実証・文化―』（法
政大学比較経済研究所、2005 年）218 頁。
33) Hochschild, Arlie Russel, 2000, “Global Care Chains and Emotional Surplus Value,” will Hutton, An-
thony Giddens, （eds.）, on the edge: living with global capitalism, London: vauntage, pp. 130-146
34) デヴィッド・ハーヴェイ著、渡辺治訳『新自由主義―その歴史的展開と現在』（作品社、2007 年）を
参照せよ。
35) ラセル・パレーニャス、前掲書（2008 年）154-169 頁。
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彼女たちは家族をケアしなければならないのである。母親を「一家の灯り」と捉えること
で、彼女たちを家庭内領域に結びつける。このことは、女性の労働力参加に関する社会の
許容度を低くするのである。ほとんどのフィリピンの家庭は、共働き夫婦によって構成さ
れている。女性たちはフォーマルな労働に参加しているが、育児やそのほかの家庭内責任
から自由になったわけではない。父親たちは、女性の労働参加の増大によって生じた分の
穴埋めをしようとしない。彼らはいまだ多くの時間を休んだりリラックスしたりして過ご
し、家庭の仕事には手を貸そうとしない36)。実際、筆者が会ったフィリピン人女性の大部
分は、仕事をしながら家事、育児その上、夫の面倒までみることで不満を言う女性が多い。
映画でのサラとテディーの関係は、夫であるテディーはサラが仕事に就くことを進んで
色々協力するが、サラが仕事場で認められ、給料も増額したことに対し、テディーは仕事
場でも思う職に付けなく、ヘルスケアアシスタントとして働く姿をサラに見られることで
プライドが傷つけられた以来、ますますやる気をなくし、サラとの関係にも亀裂が生じる。
毎日お酒に頼るばかりで、家事を手伝うところか、食べるものがないと怒り、サラと口争
いをする場面も見られる。パレーニャスによれば、女性の労働市場の参加は、男性のアイ
デンティティを脅かし、その結果、彼らが、家庭内の仕事を完全に拒絶することもあ
る37)。
第２．移住女性イメージ
　「人々は予想もしないところにたどり着く、人々は目的地の予想はついている、でも、
予想と違うところにたどり着く人もいる、他の人はもうたどり着いたことを気づかな
い、たどりついて迷う人もいる。心の中で「もっと道を歩け」って声が聞こえてくる、
目的地はもうすぐそこ、道を歩く時、足跡は消える。なぜならば、私たちは自分の道
をつくっているから」
　映画のはじめのシーンである森の中でのサラのナレーションである。
　ここでは、映画のテクスト分析方法での移住女性イメージを考察する前に、従来の移住
女性イメージはどのように生産され、また再生産されるのかを考察する。
　移住女性の表象・イメージは、長年ネガティブなステレオタイプ的イメージが継続的に
再生産されてきた。日本においては、80 年代から 90 年代にかけてのフィリピン人イメー
ジの特徴である38)。特に、日本での、アジア人女性と日本人男性の結婚仲介による「アジ
ア花嫁」や東南アジア人女性の性風俗産業に働いている女性を「じゃぱゆきさん」と呼ぶ
ことはネガティブなステレオタイプを代弁している。「じゃぱゆきさん」表象は、経済格
差を背景にした日本人よる搾取・暴力の被害者としてのフィリピン人女性像として現れて
いる39)。しかし、「じゃぱゆきさん」という言葉は 80 年代以降、差別的意味合いの指摘な
　　　　　　　　　　　　　　　　
36 )Medina, Belen T.G., 2001, The Filipino Family , second edition. Quezon City: University of the 
Philippines Press. pp. 151
37) ラセル・パレーニャス、前掲書（2008 年）154-169 頁。
38) 清水展「日本におけるフィリピン人・イメージ考」『比較社会文化』第２号、（1996 年）15-26 頁。
39) 山谷哲夫『じゃぱゆきさん―アジアは女だ』（情報センター出版局、1985 年）
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どによりマスメディアの見出しなどから消えていき、その代替語として、「フィリッピーナ」
という言葉が登場する40)。笠間は、「じゃぱゆきさん」から「フィリッピーナ」に代わっ
たのは、ただ言葉だけではなく、「被害者」として「じゃぱゆきさん」は「金銭のために
は何でもする」「したたかなアジア人女性」としての表象の内容の転換も見られていると
指摘する41)。韓国においても、移住女性のイメージは日本と同様で、「経済的理由で韓国
男性と結婚した貧しい国の女性」、国際結婚仲介によって作られた「従順」で、「服従的」
で、「性的に魅力的」な女性としてイメージ化された42)。しかし、このようなフィリピン
移住女性のイメージは、国際結婚による移住女性の増加によって、韓国社会での新たな構
成員となる移住女性らに家族のために努力する移住女性象を求めた。つまり、これ以上韓
国人女性からは期待できなくなった「献身」や「犠牲」を移住女性らに強要することにも
なる43)。一方、筆者が昨年４月から 11 月までフィリピンに滞在しながら行った現地調査
でのヒアリング結果や知見などによると、フィリピンでの移住女性イメージは、三つに分
けて考えられる。一つ目は、海外で苦労しながら稼いだお金を送金することで家族を養っ
たり、家を建てたり土地を買ったりする、一家の「自慢できる娘」としてまたは「英雄」
として語られる。このような経済的に豊かになれること、また自慢できる娘になれるとい
う期待は、多くのフィリピン女性が海外出稼ぎを決める際に、重要な促進剤の一つとなっ
ている。二つ目は、外国人にお金のために売られている「可愛そうな存在」としての表象
である。これは、主に政府レベルで行われる国際結婚を示しているが、国際結婚仲介業者
による国際結婚移住女性の多くは田舎の経済的に困っている人が中心になっているためで
ある。そして第三に、海外で体を売る「娼婦」としてのイメージが見られる。これは、日
本でのフィリピン人エンターテイナーを念頭して話していることが多かった。私に話をし
てくれた 20 代の女性は、
　「私の叔母は、興行ビザで日本に行ったの。叔母は、クラブで働きお金を送ってく
れた。たまに、私に日本の文房具も送ってくれたの。私がその文房具を持って学校に
いくと人気者になったりしてたの（笑）。しかし、お祖母さんとお祖父さんは、叔母
の話を家でするのを嫌がってた。その時は分からなかったけど、後で分かったのは、
叔母は日本のクラブでヤクザに出会い体を売っていたことが町中に噂になってた。一
緒に日本に行った叔母の友たちが帰ってきて噂にしてたのよ。それから、町では、日
本に行くと皆、娼婦になるって言ってた」と話す。
　ここまでの考察から、韓国や日本、つまり移住女性を受け入れている受入国では、移住
女性はホスト国の男性の「性の対象」として、または、「被害者」、「劣等な存在」貧しい
　　　　　　　　　　　　　　　　
40) 笠間千浪「ジェンダーからみた移民マイノリティの現在―ニューカマー外国人女性のカテゴリー化と
象徴的支配」宮島喬・梶田孝道編『マイノリティと社会構造』（東京大学出版会、2002 年）121-148 頁。
41) 笠間千浪、前掲書（2002 年）121-148 頁。
42) 安貞美「韓国における移住女性―映画『멋진그녀들（She Is）』を中心に」三宅晶子編『身体・文化・
政治』研究プロジェクト報告書、第 156 集（千葉大学大学院　人文社会科学研究科、2008 年）85-96 頁。
43) 安貞美「視覚文化における国際結婚移民女性―韓国ドラマ『黄金花嫁』を中心に」土田知則編『歴史
―物語（histoire）における抑圧的言説・表象』研究プロジェクト報告書、第 95 号（千葉大学大学院　
人文社会科学研究科、2009 年）43-51 頁。
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国からの「可愛いそうな存在」としてイメージ化された。一方、送出国のフィリピンにお
いては、受入国と同様に「可愛そうな存在」としてイメージ化する反面、移住女性を「英
雄」として語る現象も見られた。さて、これからは映画のテクスト分析に入るが、ここで
は移住女性の主体性に関してその焦点を合わせながら移住女性の送出国で制作された映画
『ケアギバー（介護士）』から出稼ぎ移住女性がどのようにイメージ化されているのかを
分析する。
　映画の始めにサラは、夫であるテディーのビジネス失敗からの借金返済のために、また
夫のプライドのために実家からお金を借りることなく、夫に言われたとおり家を売り、夫
の計画とおり、息子のパウロを義理の母に預けて、自分の仕事を投げ打って夫をサポート
し、家族のために出稼ぎに行く「従順な存在」として描かれている。また、夫であるテディー
の熱望を支えるために「犠牲を払う妻」として描かれている。彼女が、ロンドンに行く前
に、息子パウロを預けるため夫の実家で泊まるシーンがある。そこでは、夜中、窓の外で
十字架を持って道を通っていく子供たちが描かれる。フィリピンの宗教はカトリックで、
多くのフィリピン人は教会へいく。彼らの宗教は、あらゆる面で彼らの価値観や行動など
に大きな影響を与えている。時には、カトリックが一つの家父長制的組織として人を統制
することもある。例えば、結婚していない女性が子供を産むことは、社会的、宗教的に差
別され、または異端視される。この文脈から考えると、彼女が十字架を眺める視線は、彼
女のロンドン行きは、ある種の束縛ないし夫からも命令に従うしかない家父長制下の女性
の抑圧を表していると考えられる。さらに、彼女のロンドンでの生活のなかでも教会のシー
ンがある。はじめて教会に行ったサラは、帰りに聖書の勉強会へと誘う一人の女性と話を
する。そこで、サラの夫テディーは彼女と話さないように注意をする。サラが「何で？」
と聞くと、「手伝いさんだから」と返事する。このシーンからは、彼らの間に新たな差別
意識や階級意識が生まれていることが分かる。また、海外出稼ぎに出る人々の職種の中で
も階級が存在し、これからサラが始めようとするケアギバーの仕事が、家政婦という職業
よりは「格上げ」の仕事であることを示している。映画は、サラを含めて移住女性の頑張
る姿を描く反面、男性のほうは、高い買い物をしたり、ゲームをやったり、お酒を飲んだ
りするなどのシーンを描くことで、海外で頑張る移住女性の強さとの対称性を強調する。
サラは介護士として働き、つらい経験をする。ロンドン生活への適応の困難さにもかかわ
らず、サラは忠実にテディーの支えとなって援護する。彼女はどのような状況にあっても
それを好転させるように最善の働きをなし、英語が上手な彼女の能力が認められ気難しい
モーガンさんを任されるなどロンドンの生活に慣れていく。「従順で服従的」だった妻サ
ラは、ロンドンで介護士として仕事しながら、雇用主との関係からプライドを傷つけられ
る場面もある。サラは、このような経験から自己発見し、エンパワーメントされた「主体
的な存在」として変わっていく。一方、夫のテディーは自分自身の仕事の問題に没頭し、
彼女のことは念頭に無い。サラはモーガン氏及びその息子デービッドの親愛に慰めを得る。
ロンドン生活のストレスがサラとテディーの結婚生活に陰りを生じさせ、二人の間に緊張
が高まってくる。仕事においても家庭生活においても摩擦と争いが多くなり、夫テディー
は見切りをつける。彼はサラに、二人でフィリピンに帰ることを告げるが、彼女には、そ
の決定は受け入れ難い。最後にサラは
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　「ここだって帰っても夫がいない感じがする。貴方は私のことを気にしてないから、
テディー、もうあなたの面倒を見るのがいやなの、私は人の面倒を見るけど誰が私の
面倒を見てくれるの？計画を立てて夢を見るだけじゃだめなの、頑張らないといけな
いでしょ？辛くても、ここでもう何かをみつけた。前から見つかってた。何で気づい
てないの？この仕事は大事なの。あなたの妻を辞める」
と言いフィリピンに戻らないことを決心する。戻るタクシーのなかで
　「私たちはなぜ当てにならないところへ飛び込むのにこわがってるの？暗闇に入っ
てみなければ先になにが待ってるかわからない。一歩ふみださなければどう前に進め
るの？モーガンさんが正解だった。怖がっていると人生どう戦って行けるの？」
と流れる彼女のナレーションから、彼女の強い意志が伝わる。
　映画『ケアギバー（介護士）』のなかで移住女性のサラは、夫を支えるために犠牲を払
う妻として、従順で服従的な存在として描かれている。さらに、前述で述べたように、「家
族思い」と「心優しい」と自他ともに認識されるフィリピン人にとして、ケアはまさに「天
職」であり、「ケア上手なフィリピン人」として描かれており、これまでの、「性の対象」、
「被害者」、「劣等な存在」や貧しい国出身の「可愛いそうな存在」としてではない。むし
ろ、サラは「一家の灯り」から「一家の大黒柱」になり、自分の人生を自分で決めている
「主体的な存在」として描かれている。
第３．映画を観た観客の反応から
　筆者は、映画『ケアギバー（介護士）』が人々に与えた影響について分析を行うために
日本移民映画際でこの映画を見た 101 人のアンケートとフィリピンのインターネットの映
画サイトの 18 人の書き込みを分析した。日本移民映画際でのアンケートには 101 人中８
人が英語で書いた。おそらく日本語を母国語として使っていない人達だと考えられる。ま
た、ネット上の 18 人すべては、英語で書いており、内容から判断してフィリピン人が多
数を占めると考えられる。残念ながらアンケート書いた人々の個人情報保護の関係で、性
別、年齢、職業などについては報告することができないため、純粋に内容だけで分析を行っ
た。
　さて、ネット上の 18 人からの内容の分析からは、（事例１）のように映画がフィリピン
海外労働者（OFW）についていかに現実的に表現しているのかを語りながら、主人公の
サラ役を果たしたシャーロン・クネタに対する感謝の言葉やほめ言葉が多かった。また、
（事例２）のように、映画と同一化し自分、または自分の家族の経験と重ねて書いている
内容も見られた。さらに、文化の違いについて言及し受け入れ国での文化的違いを映画の
なかから読み取ることがフィリピン人にとって重要であることを示している人もいた。
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（事例１）
　There is a lesson to the story and is true to life. This things really happen to all 
overseas workers. You feel the sense of loneliness, adjustment period and many 
more. I think the actors did a good job in protraying the roles and delivering the 
messages.
（事例２）
　I’m not Filipino, but I understood most of the Tagalog. I really enjoyed the ﬁ lm. 
MissCuneta is a superb actress, and this ﬁ lm was very believable because of her 
professional abilities. My wife was an OFW who had left her children in the Philip-
pines when I met her, and she said the movie was very much like her experience. 
Sharon actually performed the cleaning of the Ladie’s pwet, and was actually sick 
doing it! Also, it is very important for Filipino’s to see and realize the cultural dif-
ferences shown in the ﬁ lm. They are real and must be respected just as you expect 
foreigners to respect your culture. Very well done, I enjoyed it and highly reco-
mend it to general audiences.
　一方、日本で開催された移民映画際でのアンケートの内容では、以下の三つの内容に分
析できた。その一つが、映画を見て移住・移民に関する現実を知ることができる（事例３
を参照）。二つ目は、映画の中での様々の問題が自分自身の問題として考えさせられたこ
とである（事例４を参照）。三つ目が、自分自身の問題として考えさせられたことで自分
自身に変化が見られたことである（事例５を参照）。
（事例３）
　「移動することによる登場人物の気持ちや他の人達との関わりなどが細かく描写さ
れていて感動しました」
　「世界的な貧困の増加に伴う移民の人間性に対する社会的な支配権力のあり方を問
うている問題点をアピールした内容と思う。経済力のない国から出稼ぎ労働者の権利
擁護を人間性、愛、社会的な問題の面からとられたのだと思う」
（事例４）
　「日本に来ている移民の方々にも、まったく同じ様な悪い状況の中で頑張っている
人たちの事が頭に浮かんできました。いつも自分にとってこのような状況を改善する
ために何ができのか？考え込んでしまいます」
　「介護士の仕事の大切さがよくわかった。日本もこれからはこの仕事が重要になっ
てくる。介護士の仕事を通して、「生きる」意味の大切さがよくわかる。素晴らしかっ
た」
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　「こんなによい映画でびっくりしました。女性、移民、労働、介護、現代の様々な
問題をとても考えさせられました。主人公のサラがロンドンではなく日本に来ていて
たら、なども想像してしまいました」
　「介護という今必要な職業を通して自分の人生を見直すというとても意味のある映
画であったと思う。人とのかかわり方、自分の人生の見つめ方、人がいかにお互い助
けあっているかを考えさせるような映画であった。また、移民、別の国で働くという
ことも考えさせられた」
（事例５）
　「苦労や努力をリアルに描き出していて、今までは論文や本などで学んでいたこと
が現実ではどのようになっているのかを知った。今までは “ 知識 ” としてしかなかっ
た移民に関して、“感情”を持てた。すごく泣きました」
　「ケアギバー介護士、最後の展開は意外でした。話の展開が論理的で分かりやすかっ
たです。今まで自分の知らなかった世界が見え、見聞がすこし広まりました。移民問
題は複雑で一筋縄ではいかない問題であると思います」
　「経済危機のあおりを受け、福祉や介護の現場は手不足の状況、海外でも日本でも
外国だからではなく、人間としての“きずな”“つながり”を大切にしていきたいも
のです」
　ここまでの分析からは、映画を見る側においてはそれぞれ違う面が見られた。つまり、
フィリピンネット映画サイトからの分析では、よりケアギバーという映画に親密感を感じ
られた。まるで、自分たちの物語のように映画と同一化したコメントが多く映画のレアリ
テ性が強調された。一方、移民映画際のアンケート調査からは、より客観的に移民や海外
労働者について考えながらも自分自身の問題として捉えていることが分かった。特に重要
なのは、映画を見た後に、自分自身に何らかの変化が見られたことだ。例えば、日本国内
にいる移住者に対する見方が変わったり、自分たちの家族に対する思いが変わったり、ま
た、これから自分が何をするべきかなどを例えば、
　「これから自分は何をするか、何ができるか。日本でも、世界でも、隣人でも“分
かち合える”絆をもてるようになりたいです」
ように考えさせられた場合が多い。さらに、映画のなかでの主人公サラの人生に共感した
り、彼女の強さを感じる人もいた。
　映画が持つ力の中で、このように人に何らかの影響を与え変化させるという、この力こ
そ、映画が社会に与える最も大きい影響力であると考える。映画を見た観客は受容者とし
て受容するばかりではなく、映画を自分なりに消化する能力を持っている。つまり、我々
の内面では、映画と相互に作用しあっていることになる。観客は登場人物と自己を同一化
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し、様々な感情などをそこに投影する。観客によるこのような再生産、もしくは現実の再
現ではなく映画の再現ともいえる働きが行われる時こそ、映画は完成するのではないか。
　映画は異なった社会の間のコミュニケーションとして強力な手段である44)。つまり、映
画は、芸術のジャンルを超え、新しいコミュニケーションの手段でありながら新しい社会
の言語として、情報員の役割を果たすとても重要な媒体である。したがって、映画は政治
的な手段として利用される。岩渕は、グローバル化の中で資本、メディアイメージの越境
流動が激しくなるなか、国を越える関係性、ネットワーク、そして想像力がより日常的に
なる一方、国という枠組みへの帰属と愛着が市場の協働によって、越境対話の可能性を国
益という狭い視座のなかで閉じ込めてしまうと指摘する45)。ケアギバ （ー介護士）を、フィ
リピンの政治的・経済的な国益増進のために「国際商品」化を目指しているならば、フィ
リピン人女性のイメージや国家イメージの戦略として映画『ケアギバー（介護士）』はそ
の役割を果たしたといえよう。なぜならば、世界各地で映画『ケアギバー（介護士）』を
見た観客は、フィリピンの出稼ぎ移住労働者に対して理解し、主人公のサラのような「ケ
ア上手なフィリピン人女性」の介護士が自分の国に来てほしいと考えているからだ。
最後に
　女性の国際移動は、経済的動機に支えられている場合が多い。特にフィリピンの場合は、
移住労働が国の政策によることは知られている。このように、女性の移動を促がす要因と
しては、マクロの構造的要因の重要性については否定できない。しかし、それだけで、移
住女性の国際移動が十分に説明できたとは言えない。なぜなら、私が７年前に出会った
20 代後半の彼女には、韓国で英語講師になりたいというはっきりした夢があった。その
夢は彼女が移住を決心する最も大きな理由である。また、サラがそうであったように、個
人は必ずしも大局的な状況を認識した上で合理的な判断に基づいて行動を選択・決定する
わけではないからだ。むしろ、出稼ぎに出る人の６割以上が女性であるフィリピンにおい
ては、経済的な動機から、または抑圧的な状況から逃れるために出稼ぎに出る人が多い一
方で、自分のスキルアップのために移動する人もいる46)。従って、多くの再生産労働移民
を送り出すフィリピン社会においては、出稼ぎに出るということが、女性の正常なライフ・
コースの一部として位置付けられるかもしれない。このように社会の中で位置付けられる
にもかかわらず、移住女性、特にフィリピン女性を取り巻く社会的状況は長年にわたり、
ネガティブなステレオタイプのイメージが、継続的に生産され、再生産された。
　筆者は、グローバリゼーションの過程において女性の労働がどのように編成され、その
中でどのような新しいアイデンティティが生まれるのかを、女性の側の主
エイジェンシー
体性に注意を払
いながら、ジェンダー格差と経済的格差といったグローバルな女性の移動について、イメー
ジ分析を通じて考察を行ってきた。分析方法としては、視覚文化の中で「移住女性」が登
　　　　　　　　　　　　　　　　
44) 浅沼圭司・岡田晋・佐藤忠男他編『新映画事典』（美術出版社、1980 年）53 頁。
45) 岩渕功一『文化の対話力―ソフト・パワーとナショナリズムを越えて』（日本経済新聞出版社、2007 年）
247 頁。
46) 2010 年２月 13 日、EPA と外国人看護師・介護福祉士候補―背景・実態・課題―をテーマとするシ
ンポジウムでの「フィリピンの介護教育と看護・介護学生の日本への就労意識調査」報告書により。
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場する、特にテレビドラマや映画を対象とし、「移住女性」がテクストの中でどのような
役割をはたして、イメージ化されるのか、それは、観客にどのように受け止められたのか、
その表象と言説を考察することで「移住女性」に求めてきた役割やまなざしを明らかにす
ることを試みた。本稿では、その研究の一環として、フィリピン映画『ケアギバー（介護
士）』を、テクスト・コンテクスト的に考察を行った。その結果として、次のことが言え
よう。
　映画は、労働力の送り出し国の状況を詳細に見せながら、主人公サラの姿を通じて、海
外出稼ぎ移住女性の経験と自己発見のもとに「主体性」を構築していく一人の移住女性像
を描いた。例えば、彼女が、自分の意志ではなく、家父長制の下で夫の計画によって移住
を決心したにせよ、結局、移住先で定着するかどうかは自分で決めている。多くのフィリ
ピン人女性の出稼ぎ移住においては、移住するかどうかの決定には、程度の差はあるにせ
よ、移住者の主体的な意志が関わっている。また、受け入れ国への移動 ･ 定着の過程にお
いては不利な状況に置かれているが、多くの移住女性はただ耐える存在では決してなく、
何らかのアクションを起こすことになる。映画の中でサラは、フィリピンからやってきた
「尊厳、希望、喜びなど人が人生で失ったものを与える存在」として描写される。これら
は、従来の移住女性をテーマにした映画やドラマにはない、新たな移住女性に対する肯定
的なイメージ表現ではないだろうか。しかしながら、その一方では、フィリピン人女性が
いかにケアギバー（介護士）という仕事に適しているのかを強調している。それは、主人
公サラの雇用主であるモーガン氏とその息子ディビットの台詞から、介護士の職業がフィ
リピン女性には「天職」であり「ケア上手なフィリピン人」としてイメージ化される。こ
れは、かつて、「伝統」という言葉が「アジア花嫁」を語る上で頻繁に使われた47) ことを
想起させる。さらに、この部分においては、アロヨ政府が年間 OFWs の 100 万人輸出を
目標としていることから、ある意味その目標を達成するために制作されたようにも感じら
れる。ここでは、映画の政治性も見られる。しかし、映画と観客の関係においての考察で
は、今日、数多くの国が映画を制作し、交換することで各々異なる歴史と伝統を持つ社会
が国境を越えた文化交流の中で、映画のように、多数の観客に同時に伝えられる媒体であ
ればあるほど、政治的に文化的に社会へ与える影響力が強い。その意味で、映画『ケアギ
バー（介護士）』が観客に与えた影響力は強い。観客は、映画を見ることで、自分自身の
問題として捉えたり、教訓を得たり、何らかのアクションを起こそうとする。ひいては、
移民女性に対するイメージが変容する。これは、映画がソフト・パワー48) として生まれ
変わる瞬間である。映画というメディアを通した国のイメージや出稼ぎフィリピン人のイ
メージ向上が政治的・経済的に重要であることが広く認識されて、実践されたのである。
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